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●開口下枠をきれいにみせるカバー材 ●製品図

特長

●納まり図

壁

両面テープ（付属） 推奨接着剤

Made in

窓台カバー

窓の下部の汚れを防ぎ、清潔感を保つ

抗菌性がある

光沢による高級感がある

ノコギリで簡単に切断できる

傷つきにくくする ●材質 

●カラー

●長さ

●幅

●数量

：PVC

：ホワイト

：1,800㎜

：200㎜、450㎜

：2本
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下地材
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●窓台カバーの目的

汚れ、傷、欠けを防ぐため

✓

×

✓

×

✓

×

触って汚れる

物を置いて汚れる、傷つく 物が当たって欠ける
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●施工方法 【コンクリート下地】

①下地材を用意する

③コンクリート下地に接着剤を塗る

接着剤

塗布径Φ4㎜
・150㎜ピッチ波線状
・外周直線状

④下地材を貼り付ける

カット

カット

②コンクリート下地を平滑・水平にする

ガタツキNG

傾きNG

下地材を仮置きし、平滑・水平を確認する下図のように10㎜以上確保したうえで、
「せっこうボード 厚み5～12㎜」あるいは
「コンクリート板 厚み5～12㎜」を用意する

サッシ枠

下地材

⑤窓台カバーをカットする

カット

カット

⑥下地材に両面テープを貼り接着剤を塗布する ⑦下地材に窓台カバーを貼り付ける

端部の隙間

小口

突起を取り除き、スペーサーでレベルを合わせる

貼り付け後、接着剤が硬化す
るまで均等に重しを置く

⑧コーキング処理する

10㎜以上

下地材に合わせる

カット

下地材

100㎜

100㎜

・長辺端部に合わせる
・テープ追加 (100㎜ピッチ毎)

両面テープ
塗布径Φ4㎜
・両面テープ間
 150㎜ピッチ波線状
・端部直線状

接着剤

コンクリート下地

コンクリート下地の幅と奥行に合わせる

コンクリート下地

スペーサー

サッシ枠との隙間

スペーサー
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●施工方法 【軽量鉄骨下地】

①下図のように軽量鉄骨の下地を施工する

④下地に窓台カバーを貼り付ける ⑤コーキング処理する

端部の隙間

断面小口

サッシ枠との隙間

②窓台カバーをカットする

カット

カット

壁材

30㎜以上

縦桟
150㎜ピッチ

軽量鉄骨

両面テープ

塗布径
 Φ4㎜

接着剤

下地材の端に合わせる

下地材の幅に合わせる

下地材の奥行と壁材の厚みの合計にする

図の位置に接着剤塗布 両面テープ

下地材 壁材

③両面テープを貼り、接着剤を塗布する
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●施工例 ＜窓台カバー＞

■工場内オフィス（ベトナム／ロンアン）
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■工場内オフィス（ベトナム／ロンアン）
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